
令和３年９月２２日 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会構成員 様 

 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 部会事務局    

栃 木 市 地 域 振 興 部 渡 良 瀬 遊 水 地 課 

小 山 市 総 合 政 策 部 自 然 共 生 課 

 

 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 第２８回合同部会 資料送付について 

 

仲秋の候、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

また、日頃より当部会の運営に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、令和３年度の合同部会につきましては、当面の間、書面での開催を基本とさ

せていただきます。つきましては、下記のとおり第２８回合同部会資料を送付いたし

ます。 

 資料をご確認のうえ、ご意見やご質問等がございましたら合同部会事務局（小山市）

までご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

〇合同部会①②共通 合同部会資料１（別紙あり） 

〇合同部会①②共通 アンケート調査について 

○情報提供：ヨシ灯り 2021 チラシ 

 

 

問合せ先：○栃木市 地域振興部 渡良瀬遊水地課 田村、青木 

〒323-1104 栃木県栃木市藤岡町藤岡 1788  

ＴＥＬ：０２８２－６２－０９１９ 

ＦＡＸ：０２８２－６２－０９２２ 

E-mail：yusuichi@city.tochigi.lg.jp 

 

○小山市 総合政策部 自然共生課 丸山、舟田 

〒323-8686 栃木県小山市中央町１‐１‐１ 

ＴＥＬ：０２８５‐２２‐９３５４ 

ＦＡＸ：０２８５‐２２‐９５４６ 

E-mail：d-shizen@city.oyama.tochigi.jp 



- 1 - 

１．第 2８回合同部会①②共通 

第９回協議会にて承認を得た、活動計画について、今後の進め方を事務局より示し、

構成員の意見をもらう。 

 

１．記念シンポジウムの開催について 

（１）目 的 

  平成２４（２０１２）年 7月に渡良瀬遊水地がラムサール条約湿地に登録され

てから１０周年を迎える。 

  これを記念し、渡良瀬遊水地のラムサール条約湿地登録後１０年を振り返ると

ともに、ラムサール条約の理念である、私達の生活を支える重要な生態系として

の湿地の「保全・再生」、湿地の生態系を維持しつつ、そこから得られる恵みを持

続的に活用する「賢明な利用」、湿地保全や賢明な利用のために対話・能力構築・

教育・参加・啓発活動を進める「ＣＥＰＡ」の促進により、渡良瀬遊水地の豊か

な自然環境を守り、将来へつないでいく事を目的に、シンポジウムを開催する。 

（２）主 催 

    渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 

（３）開催日時 

    令和４（２０２２）年 7月 3日（日） 

     開場、開催時間は調整中 

（４）会 場 

    小山市立文化センター 大ホール 

（〒323-0023 小山市中央町 1丁目 1番 1号 ℡：0285-22-9552） 

（５）テーマ 

    未定 ※将来ビジョン（渡良瀬遊水地宣言）と併せて部会の中で検討する 

（６）内 容 

・開 会 主催者挨拶・来賓挨拶 

       わたらせシールラリー２０２０認定証・記念カード贈呈式 

       （当日は該当者全員招待するが、認定者多数の場合は、代表者 1名

に贈呈を受けていただく） 

    ・第 1部 基調講演 

テーマ：「（仮）渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録後１０年の歩み・ 

そして未来へ」 

    講  師：未定 

R3.9.22 合同部会 資料１（栃木市・小山市） 
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    ・第 2部 パネルディスカッション 

テーマ：調整中 

 

◆パネリスト  

     民間の方 2名程度 

     利根川上流事務所長  

古河市・栃木市・小山市・野木町・板倉町・加須市の各首長 

◆コーディネーター  

第 1部の講師 

  ・「渡良瀬遊水地宣言２０２２」発表 

      ◆発表者 渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 会長 

・閉 会 

 

 （７）その他 

・ロビー展示の実施 

（国・各市町の取組み紹介や登録後１０年の歩み、ヨシ灯り、コウノトリはく製の

展示などを想定。子どもたちが楽しめる展示内容やイベントについても検討す

る。） 

 

２．その他関係事業について 

・10周年の冠をつけたイベントの実施 

 （各団体で実施予定の渡良瀬遊水地関連イベントに「ラムサール条約湿地登録 10

周年記念」の冠を可能な限りつけていただく。） 

・１０周年記念パンフレットの作成 

 （合同部会②「３－２遊水地のガイドブック等」において今後検討・作成） 

  



- 3 - 

２．第２８回合同部会②について 
 

第９回協議会にて承認をいただいた事業について、実施に向けた検討を進める 

 

（１） 野鳥の生息の保全（２－３） 

●コウノトリのヒナ愛称募集に係る当選者選定と賞品準備について 

   ・募集者の中で命名された愛称（りょう、のぞみ）を回答した方 45名の中か

ら 6名の方それぞれに４市２町の特産品を贈呈 

  ●渡良瀬遊水地周辺のコウノトリの近況 

・J0128 ひかる♂ 

・J0238 レイ♀ 

りょう、のぞみ巣立ち後も遊水地周辺に生息。 

・J0341 りょう♂ 

・J0342 のぞみ♀ 

巣立ち後は親鳥に同行し、しばらく採餌練習。 

現在は自立し遊水地周辺に生息。 

・J0329 わたる♂ 昨年巣立った個体。昨年 10 月頃から兵庫県加古川

市、今年の２月頃から徳島県鳴門市、５月頃から京都

府京丹後市、６月には兵庫県豊岡市に飛来し、７月下

旬に京都府生まれのメス２羽を連れて遊水地周辺に

戻る。 

・J0351 ♀ 今年６月に京都府京丹後市で巣立った個体。 

７月下旬にわたる♂に連れられて遊水地周辺に飛

来。 

・J0357 まゆ♀ 今年６月に京都府綾部市で巣立った個体。 

７月下旬にわたる♂に連れられて遊水地周辺に飛

来。 

・J0237 カズ♂ レイ♀の兄妹で野田市放鳥個体。ひかる・レイペアの

繁殖期間中に度々飛来し威嚇されるが、現在も野田

市と遊水地を度々行き来する。 

・J0310 たいよう

♂ 

昨年の千葉県野田市放鳥個体。 

今年の７月に遊水地周辺に飛来し、野田市との間を

行き来する。 

・J0328 ゆう♀ 昨年巣立った個体。今年の２月頃から目撃情報なし。 

 

 

R3.9.22 合同部会 資料１（小山市） 
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（２） 普及啓発のための人材育成（３－４） 

  ●「わたらせシールラリー2020」の周知のお願い 

    ・実施期間：令和３年１２月３１日（金） 

    ・応募締切：令和４年 ２月２８日（月） 

・贈 呈 式：令和４年７月頃（登録１０周年記念事業にて実施予定） 

    ・チラシ、わたらせシールが必要な場合は連絡をお願いします。 

    ・現在応募者は 2名 

 

 



１．３ 登録 5周年記念シンポジウム（開催結果） 

◆開催概要 

渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 5周年を記念して、今後の「交流・学習」活動

を促進することを目的とし、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会による『遊水地と人と

の調和 渡良瀬遊水地の湿地環境の保全と賢明な利用をめざして』をテーマにシンポ

ジウムを開催した。 

◆日  時・・平成 29 年 7 月 1 日（土）開 場 12：30 開 会 13：30～16：40 

◆会  場・・栃木市藤岡文化会館 （栃木市藤岡町藤岡 810、℡：0282- 62-4351） 

◆来場者数・・約２２０名 

◆当日のプログラム進行状況 

①12：30・・開  場 

 〇受付にて、来場者にプログラム及びラムサール登録５周年記念カードを配布 

〇ホールにて、パネル展示により構成団体の取り組み状況を紹介 

国土交通省、環境省、関係４市２町及び各市民団体等 7団体 合計１５団体 

 〇渡良瀬遊水地ロゴマークのパネル展示 

 〇関係４市２町キャラクターによるグリーティング 

②13：20・・第１７回渡良瀬遊水地フォトコンテスト入賞作品ムービー上映 

③13：30・・開  会  

〇開会あいさつ  協議会副会長 大橋良一 加須市長 

〇主催者あいさつ  協議会会長 鈴木俊美 栃木市長 

〇国土交通省あいさつ  横森源治 利根川上流河川事務所長  

〇主催者紹介  協議会副会長 針谷力 古河市長、大久保寿夫 小山市長、 

真瀬宏子 野木町長、栗原実 板倉町長 

 〇関係４市２町キャラクター紹介 

④13：40・・渡良瀬遊水地ロゴマーク最優秀賞 表彰式 

 〇受賞者：岸 明日香様に協議会会長より賞状・副賞を授与、記念撮影 

 〇副 賞：関係４市２町の特産品をパネルで紹介 

写真左から、利根川上流所長、板倉町長、加須市長、栃木市長、岸明日香さん（ロゴマーク最優秀賞受賞者）、野木町長、小山市長、古河市長
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⑤13：50・・第 １ 部 基調講演 

 〇演 題：「渡良瀬遊水地の治水・利水と自然環境との調和」 

 〇講 師：群馬大学大学院 教授 清水義彦 氏 

 〇内 容：(1)渡良瀬川遊水地成立の歴史的経緯 

      (2) カスリーン台風から渡良瀬調節池の概成まで 

(3) 平成 27 年関東・東北豪雨と渡良瀬遊水地 

(4) 渡良瀬遊水地の水資源 

(5) 遊水地の乾燥化，湿地再生 

(6) 渡良瀬遊水地とラムサール条約 

(7) おわりに  

⑥15：05・・第 ２ 部 パネルディスカッション 

 〇テーマ：「渡良瀬遊水地の宝を守り、次世代につなぐ」

〇パネリスト：国土交通省利根川上流河川事務所長 

古河市長、栃木市長、小山市長、野木町長、板倉町長、加須市長 

環境省関東地方環境事務所野生生物課 津田麻子 課長補佐 

 〇コーディネータ：清水義彦 氏 

〇内 容：(1)コーディネーターより概要説明 

(2)パネリストより取り組みを紹介 

     (3)上記取り組み事例等を踏まえた意見交換 

     (4)まとめ 

⑦16 :30・・「渡良瀬遊水地宣言」発表 

〇協議会会長より宣言文を発表 

⑧16：39・・閉会あいさつ 

 〇協議会副会長 大久保寿夫 小山市長より 

⑨16：40・・閉  会 

群馬大学清水教授、各首長、環境省、利根川上流
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渡良瀬遊水地宣言 

私たち、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会は、ラムサール条約湿地登録５周年を機に、

渡良瀬遊水地の治水・利水と自然環境の調和について、改めて学び、交流する機会を

得ました。 

２０世紀初頭までのこの地域は、周辺に比べて地盤高が低く水害を受けやすい地形で

ありながらも、囲堤を築き、農業や漁業、養蚕業などを営む人々の暮らしがありまし

た。 

しかし、足尾銅山から流出する鉱毒被害が、渡良瀬川沿岸に広がるようになると状況

は一変し、鉱毒被害の防止対策の一つとして、氾濫被害の軽減のため遊水地計画が打

ち出され、人々はこの地から離れることを余儀なくされました。 

その後、治水機能のより効率的な活用を図るための見直しが行われ、国内最大となる

遊水地が造られました。 

 一方で、広大な敷地は、湿地としての環境が保たれることとなり、豊かな生態系を

もつ、世界的にも貴重な湿地としてラムサール条約湿地になりました。 

 私たち保全・利活用協議会は、かつての人々の暮らしと引き換えに得た湿地の恵み

を、次の世代に価値ある姿のまま引き継がなければならないことを認識し、条約の目

的とともに治水・利水機能の維持及び向上と自然環境の調和をより一層進めるために、

以下の点に取り組むことを決意しました。 

１ 周辺住民及び下流域の住民の安心と河川の安全性を高めるため、治水容量の確保

と堤防の強化に努め、人々の生命財産を守ります。 

２ 多くの絶滅危惧種を含む渡良瀬遊水地特有の自然環境を保全するための取組み

を進めていきます。また、学校等と連携し、将来を担う人材の育成に向けた教育、普

及活動を進めます。 

３ 渡良瀬遊水地を身近に感じ、多くの人々に来訪してもらえるように、わかりやす

い情報発信に努め、交流を活発化させ地域振興につながる取り組みを進めます。 

 渡良瀬遊水地保全・利活用協議会には、行政や地域の代表、各種団体など、現在４

４の構成員が参加しています。 

構成員間の十分な協議及び協力を推進することにより、治水機能の向上と継続的な自

然環境の保全及び様々な利活用についての取り組みを促進いたします。 

      平成２９年７月１日 

                  渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 
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令和３年９月  日 

 

〇〇 〇〇様 

 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 

会長  小山市長  浅野 正富 

 

 

コウノトリのヒナ愛称募集の当選のお知らせと賞品贈呈について 

 

秋晴の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

この度は、渡良瀬遊水地の関係機関や自治体、周辺住民・利用者等で構成される渡良瀬遊

水地保全・利活用協議会主催の「コウノトリのヒナ愛称大募集！」にご応募いただき誠にありが

とうございました。 

本年３月に渡良瀬遊水地で生まれたコウノトリのヒナは順調に生育し、５０８件のご応募の中

から、オスを「りょう」、メスを「のぞみ」と命名いたしました。「りょう」は誕生地である渡良瀬遊

水地の名にちなみ、また、「のぞみ」は「どんな時でも希望をもち続けることで、明るい未来は必

ずやってくる、望みは叶う」という思いを込めて命名されました。 

命名された愛称をご応募いただいた方々を対象に厳正な抽選を行い、その結果、当選となり

ましたので、下記のとおり特産品を贈呈させていただきます。 

今後とも、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会では、ラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」の

賢明な利用を目指し、行政区域を越え、連携して取組んでまいりますので、引き続き各種事業

へのご理解、ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

【送付させていただいたもの】 

・賞 品  〇〇市町 特産品（〇〇〇〇の詰め合わせ） 

・パンフレット（ ※同封する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会事務局 

小山市自然共生課（丸山・舟田） 

〒323-8686 栃木県小山市中央町1-1-1本庁舎6階 

TEL:0285-22-9354、FAX:0285-22-9546 







1 

 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 合同部会のアンケート調査について 

 

９月 2２日（水）に書面での開催を予定しておりました標記合同部会の資料を

送付いたします。 

つきましては、本資料及び今後の合同部会の開催方法等に関しまして、ご意見

をいただきたく存じますので下記回答欄にご記入のうえ１０月１３日（水）まで

に提出先宛にご回答下さい。 

 

 

 

 

 

 

設問 1．10 周年記念事業（案）についてご意見ありましたら、下記の回答欄に

ご意見をご記入ください。（複数でも可） 

（回答欄） 

 

団 体 名 称：                 

氏 名：                 

連絡先電話番号：                 



2 

 

設問２．今後の合同部会をオンラインでの開催を検討しております。 

オンラインでの開催となった場合の参加方法についてご回答ください。 

 

１． ご自身のパソコンやスマートフォンからオンラインでの参加が可能 

 

２． ご自身がパソコンやスマートフォンを所有していないため、市役所

等をオンライン会場にして、その場所からオンラインに参加したい。 

 

 

設問３．その他合同部会の進め方についてご意見ありましたら、下記の回答欄に

ご意見をご記入下さい。（協議会全体に関することでも可） 

（回答欄） 

 

 

提出先 合同部会②事務局：小山市自然共生課 丸山、舟田 宛て 

電話 028５-２２-９３５４ FAX028５-２２-９５４６ 

メールアドレス d-shizen@city.oyama.tochigi.jp 




